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本
論
文
は
、
筆
者
が
２
０
０
７
年
６
月
１
２
日
に
立
教
大
学
へ
提
出
し
た
博
士
学
位
申
請
論
文
「
政
策
展

開
に
お
け
る
観
光
基
本
法
の
指
針
性
及
び
観
光
関
係
法
制
度
の
規
範
性
に
関
す
る
研
究
」
で
あ
る
。
２
０
０

７
年
１
０
月
に
上
梓
す
る
に
あ
た
り
、
横
書
き
を
縦
書
き
に
す
る
こ
と
に
伴
う
変
更
点
以
外
に
は
、
論
文
の

内
容
及
び
構
成
に
は
一
切
、
手
を
入
れ
て
い
な
い
。 

 

筆
者
は
本
論
文
に
よ
り
、
２
０
０
７
年
９
月
に
立
教
大
学
か
ら
「
博
士(

観
光
学)

」
を
授
与
さ
れ
た
。
あ

ら
た
め
て
、
本
論
文
の
執
筆
に
際
し
、
お
世
話
に
な
っ
た
関
係
者
に
熱
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。 

本
論
文
は
、
筆
者
が
立
教
大
学
観
光
学
部
に
お
い
て
観
光
政
策
・
行
政
論
の
講
義
、
高
崎
経
済
大
学
地
域

政
策
学
部
に
お
い
て
観
光
政
策
論
の
講
義
を
行
う
に
あ
た
っ
て
使
用
し
た
「
観
光
政
策
・
制
度
入
門
」
を
基

礎
と
し
て
博
士
学
位
申
請
論
文
と
し
て
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、本
論
文
を
出
版
す
る
に
あ
た
っ
て
は
書

名
を
「
観
光
政
策
学
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

本
書
の
出
版
に
あ
た
っ
て
は
、
筆
者
が
奉
職
す
る
高
崎
経
済
大
学
の
学
術
研
究
図
書
観
光
助
成
金
の
助
成

を
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
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０
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年
１
０
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筆
者
の
公
務
員
人
生
の
ス
タ
ー
ト
は
法
令
検
索
か
ら
始
ま
っ
た
。
関
係
省
庁
か
ら
の
引
用
法
令
照
会
に
答

え
る
作
業
か
ら
始
ま
り
、
法
令
作
成
の
実
務
に
あ
た
り
前
例
記
述
の
検
索
作
業
等
に
忙
殺
さ
れ
た
こ
と
を
思

い
出
す
。
今
日
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
が
そ
の
単
純
な
作
業
か
ら
の
開
放
を
可
能
と
し
た
。
本
論
文

の
作
成
に
当
た
っ
て
も
、
Ｉ
Ｔ
基
本
法
の
指
針
性
の
も
と
電
子
政
策
が
推
進
さ
れ
、
自
宅
に
い
な
が
ら
ハ
イ

ス
ピ
ー
ド
で
の
法
令
、
議
事
録
検
索
が
可
能
と
な
っ
た
。e

-
Ja
pan

戦
略
等
の
Ｉ
Ｔ
政
策
の
便
益
を
享
受
す

る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。 

本
研
究
論
文
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
多
く
の
方
々
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
立

教
大
学
講
師(

観
光
政
策
・
行
政
論)

と
し
て
立
教
大
学
図
書
館
等
を
、
日
本
観
光
戦
略
研
究
所
理
事
と
し
て

国
会
図
書
館
等
の
諸
機
能
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
も
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

溝
尾
良
隆
教
授
、
安
島
博
幸
教
授
、
松
本
和
幸
教
授
を
は
じ
め
と
し
た
立
教
大
学
観
光
学
部
及
び
磯
部
力

法
学
部
教
授
等
の
諸
先
輩
に
ご
指
導
い
た
だ
い
た
こ
と
、
伊
藤
達
雄
名
古
屋
産
業
大
学
名
誉
学
長
に
研
究
論

文
作
成
の
意
思
と
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、筆
者
が
奉
職
す
る
高
崎
経
済
大
学
に
本
論
文
出
版
の

機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
特
記
し
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。 

最
後
に
、
本
論
文
作
成
の
最
終
段
階
の
２
０
０
７
年
４
月
１
３
日 

「
真
夜
さ
め
て 

病
床
に
き
く 

冬
の
雨 

土
に
か
へ
ら
む 

も
の
の
や
さ
し
き
」 

を
残
し
て
旅
立
っ
た
母
・
寺
前
昭
子
に
本
論
文
を
さ
さ
げ
る
も
の
で
あ
る
。 

２
０
０
７
年
１
０
月 
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